
主催 五 所 川 原 市

五所川原商工会議所 

第2回県下凧あげ大会 

◇と き 2月21日 （日）9時

◇ところ 松島団地 

◇種 目 小学生 仙花1枚

中学生 仙花2枚

高校生以上 

仙花4枚以上 

◇ 賞 最優秀1名 優秀4名 
1 	 、 	・、」 

全員に参加賞をあげ 

ます 

◇参加料 不要です 

◇申込み 当日受付けます 

◇と き 2月19日～21日 

◇ところ マルキ 

主催 五 所 川 原 市 

五所川原商工会議所 

第 2回県下凧絵展示会 

忙
 

良
質
米
づ
く
り
を
積
極
的
に
 

農
業
危
機

突
破
五
所

川
原
市
農
協
 

大
会
が

開
か

れ
ま
し

た
 

市
農
協
と
農
政
連
市
分
会
主
 
に

実
行
す
る
こ
と
、

ま
た
、

出

催
の
、
農
業
危
機
突
破
大
会
は
 
稼
ぎ

と
公
害
の
な
い
健
全
生
活

一
月
二
十
七
日
、
市
民
文
化
会
  

を
取
り
戻
す
こ
と
な
ど
を
決
議

館
で
、
組
合
員
約
八
百
人
が
参
 
し

ま
し
た
。
 

加
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。
 

大
会
は
、
開

米
市
農
協
組
合

長
の
あ
い
さ
つ

佐
々
木
市
長
ら

の
激
励
の
こ
と

ば
、
県
農
協
中

央
会
草
創
農
政

部
長
が

「
米
を

め
ぐ
る
農
政
問

題
」
と
題
し
て

記
念
講
演
の
あ

と
議
事
に
入
り

良
質
米
づ
く
り

を
積
極
的
に
実

行
す
る
こ
と
や

り
ん
ご
の
品
種

更
新
を
計
画
的
 

（りんごの品種更新も計画的に・・つ 

（青森県） 五 所 広
 

市
 

原
 す

こ
ゃ
か
な
年
γ

じ
め
を

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
心
か

ら
寿
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

“
人
間
と
自
然
の
調
和
を
図

り
4
ク
人
間
性
豊
な
経
済
社
会
 

を
目
ざ
し

て
4
と
い

う
人
間
尊

重
の
命
題

遂
行
を
タ

イ
ト
ル
に

し
て
始
ま

っ
た
千
九

百
七
十
年

代
も
い
よ

い
ょ
第
一
一

年
目
に
入
 

、
？
 
H

．
 
り
ま
し
た
 

J
畔
1
 

そ
れ
ぞ
れ

J
 

，
、
‘
 

た
地
域
4
1

《
 

心
構
え
に
よ
っ
て
異
な
る
感
懐

で
迎
え
ら
れ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
が
、
農
業
王
国
を
自
認
す

る
津
軽
は
い
ず
こ
も
閑
静
な
朝

ぼ
ら
け
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

そ
れ
は
現
実
を
支
え
る
条
件
が

あ
ま
り
に
も
さ
び
し
過
ぎ
る
か

ら
で
あ
り
ま
す
。
 

ク
世
界
の
奇
跡
ク
と
さ
わ
が

れ
た
わ
が
国
経
済
の
超
高
度
成

長
の
か
げ
で
、
農
業
の
比
較
生

産
性
が
年
毎
に
低
下
し
て
き
た
 

「
無リ
で
な
く
、
そ
の
主
軸
で
あ

る
米
は
価
格
す
え
置
き
は
お
ろ

か
、
も
う
要
ら
な
い
と
さ
え
言

一
・
われ
て
は
肩
を
落
さ
な
い
わ
け

一・に
は
い
き
ま
せ
ん
。
工
業
の
占

め
る
割
合
の
少
な
い
津
軽
と
し

て
は
、
こ
の
不
利
益
を
ど
う
い
 

fケ
形
で
挽
回
す
る
か
が
大
き
な

問
題
で
あ
り
ま
す
。
 

ー
一
農業
王
国
津
軽
の
斜
陽
は
わ

が
国
産
業
構
造
が
生
産
性
上
昇

率
の
高
い
工
業
部
門
を
軸
と
し

て
次
第
に
高
度
化
し
て
き
た
の

に
対
し
旧
態
依
然
と
し
て
あ
ま

り
進
展
を
み
な
か
っ
た
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ま
た
表
日

本
と
裏
日
本
、
太
平
洋
側
と
日

札
湖
側
と
い
う
地
理
的
観
念
の
 

‘
も
と
で
進
め
ら
れ
た
経
済
政
策

の
所
産
で
も
あ
り
ま
し
た
。
産

業
立
地
の
不
均
衡
は
昭
和
三
十

年
代
前
半
の
経
済
自
立
期
に
は

じ
ま
り
、
後
半
の
高
度
成
長
期

に
お
い
て
ま
す
ま
す
そ
の
格
差

が
開
い
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
 

，
そ
れ
に
至
る
二
十
年
代
の
経
済

復
興
期
に
お
い
て
は
、
当
時
の

国
策
で
あ
っ
た
食
糧
の
増
産
、
 

地
下
資
源
開
発
と
い
う
任
務
を

表
日
本
裏
日
本
と
も
対
策
に
、
 

果
し
て
力
関
係
は
何
ら
の
差
も

み
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り

ま
す
。
 

し
か
し
、
私
ど
も
は
あ
え
て

悲
観
す
る
に
あ
た
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
ん
に
ち
の
繁
栄
を

自
負
す
る
太
平
洋
側
は
、
工
業

立
地
の
過
密
に
よ
っ
て
、
大
気

汚
染
・
水
質
汚
濁
が
も
は
ゃ
限

度
を
こ
え
、
人
の
住
む
場
所
で
 
 

は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
に
比
較
し
ま
す
と
、
わ
が

津
軽
は
開
発
の
可
能
性
を
無
限

に
も
つ
未
来
地
域
で
あ
り
ま
す

し
か
も
冬
は
白
銀
に
、
夏
は
緑
 
．
 

に
色
ど
ら
れ
た
清
浄
無
垢
の
地

域
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
理
夢

社
会
の
青
写
真
も
可
能
で
あ
り

ま
す
。
 

新
し
い
津
軽
の
創
造
は
、
自

然
的

・
経
済
的
き
び
し
さ
に
耐

え
ぬ
い
て
き
た
わ
れ
わ
れ
淑
F
 

に
住
む
人
々
の
手
に
よ
っ
て
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

理
想
社
会
選
択
の
自
由
は
、
 
 

わ
れ
わ
れ
津
軽
人
の
手
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

昨
年
二
月
一
日
、
猛
吹
雪
を

つ
い
て
結
成
さ
れ
た
西
北
五
広

域
行
政
」批
切延
協
議
会
は
、
農
商

工
が
真
に
三
芦

一
体
と
な
っ
た

ク
豊
か
さ
の
な
か
に
楽
し
さ
の

あ
る

ク
理
想
的
郷
土
を
建
設
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
の
立
場
は
、
地

域
の
拠
点
と
し
て
ま
す
ま
す
重

要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
市
民
各
位
の
一
層
の

忠
言
と
提
言
を
期
待
し
て
や
ま

な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

‘
、
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．②
 

市
立
七
和
高
等
学
校
は
 

こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
学
校
で
す
 

市
立
七
和
高
等
学
校
で
は
、
 

昭
和
四
十
六
年
度
の
生
徒
募
集

を
次
の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
の

で
、
多
数
応
募
し
て
く
だ
さ
い
 

◇
募
集
人
員
 

普
通
科
男
女
 
四
十
人

家
政
科
 
女
子
四
十
人

◇
願
書
受
付
け
 

三
月
十
二
日
ー
二
十
日

◇
学
力
検
査
 

三
月
二
十
三
日
 
九
時

◇
検
査
科
目
 

国
語
・
社
会

・
数
学
・

理
科

二
鳶
姉
 

◇
合
格
発
表
 

三
月
二
十
五
日
 
十
時
 

◇
七
和
高
校
の
七

つ
の
 

特
色
 

七
和
高
校
は
公
立
で
昼

間
に
学
習
す
る
普
通
高
校
で
す

が
、
農
繁
期
に
休
校
し
家
事
手

伝
い
を
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
分

と
し
て
一
年
長
く
な
る
の
で
定

時
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
学
校
で
学
習
 

市
有
施
設
紙
上
見
学
会
 

③
  

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
 

市
内
の
十
八
の
小学
校
児
童
 

す
る
の
は
三
年
間
で
終
わ
り
最

後
の
一
年
は
ほ
と
ん
ど
出
校
せ

ず
家
庭
で
学
習
し
た
り
ト
ラ
ク

タ
ー
・
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
 

ー
・
普
通
乗
用
車
・
自
動
二
輪

車
な
ど
の
免
許
や
編
物
教
師
の

免
状
取
得

・
食
物
被
服
な
ど
の

家
庭
科
技
術
検
定
の
上
級
免
許

取
得
の
た
め
の
諸
講
座
な
ど
で

実
力
を
養
成
で
き
る
ょ
う
考
慮

し
計
画
ま
た
は
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
閑
期
に
は
、
北

海
道
や
先
進
地
の
農
業
を
研
究

や
学
習
す
る
た
め
に
農
業
委
託

実
習
な
ど
を
計
画
ま
た
は
実
施

し
て
い
ま
す
。
 

学
費
は
、
他
の
公
私
立

高
校
に
比
べ
て
非
常
に
安
く
、
 

月
額
三
百
円
の
授
業
料
な
ど
一

切
ふ
く
め
て
月
額
九
百
円
位
で

す
。
 

普
通
科
の
授
業
面
で
は

テ
ー
．フ
レ
コ
ー
ダ
ー
・
ス
ラ
イ

ド

・
ビ
デ
イ
オ
コ
ー
ダ
ー
・
1
6
 

ミ
リ
映
写
機
な
ど
の
視
聴
覚
教

材
・
器
具
を
利
用
し
て
学
習
の
 

と
七
の
中
学
校
の
生
徒
、
合
わ

せ
て
約
九
千
人
の
完
全
給
食
を

実
施
す
る
た
め
、
松
島
団
地
内

の
第
一
中
学
校
々
庭
東
隣
り
に

昭
和
四
十
三
年
八
月
に
完
工
し
 
 

近
代
化
を
図
り
、
楽
し
く
学
習

で
き
る
ょ
う
計
画
ま
た
は
実
施

し
て
い
ま
す
。
 

家
政
科
の
普
通
科
目
を

も
き
る
だ
け
少
な
く
し
、
食
物

被
服

・
手
芸
・
育
児

・
家
庭
経

営
な
ど
家
庭
科
目
を
多
く
し
て

い
ま
す
。
 

家
政
科
の
学
習
は
実
習

に
重
点
を
お
き
、
卒
業
ま
で
に

和
裁

・
洋
裁

・
料
理

・
手
芸
・
 

運
動
不
足
に

な
り
が
ち
な
冬

の
お
母
さ
ん
方

の
体
育
づ
く
り

の
た
め
、
市
教

育
委
員
会
が
主

催
し
た
、
第
一

回
家
庭
教
育
学

級
レ
ク
大
会
は
 

一
月
九
日
、
第

」一

一
中
学
校
で
行
」
 

な
わ
れ
ま
し
た
《
 

が
、
卓
球
は
松
「
 

島
小
、
排
球
は
「
 

羽
野
木
沢
小
、
 

綱
引
き
は
毘
沙
麟

門
小
が
優
勝
し
議
《
 

ま
し
た
。
 

編
物
な
ど
高
度
の
技
術
を
修
得

し
、
諸
種
の
免
許
な
ど
を
取
得

で
き
る
ょ
う
計
画
ま
た
は
実
施

し
て
い
ま
す
。
 

現
在
計
画
し
て
い
る
諸

免
許
は
、
編
物
教
師
免
状

・
着

付
け
講
師
免
許
・
調
理
師
免
状
 

（検
討
中
）
・
保
母
免
状
（
同
 

）
・
和
裁
と
洋
裁
の
技
術
検
定

一
・
二
級
な
ど
で
す
。
 

松
小
・
羽

小
・

毘
小

が
優
勝
し

ま
し
た
 

家
庭
教
育
学

級
の
レ

ク
大
会
が

お
わ
り
ま
し

た
 

（準備運動のラジォ体操） 

は
た
ら

く
こ

と
の
意
味

を
考

え
、
 

 
仕
事

を
と
お

し
て
、
世
の
中
に
役
立
つ
人

に
な
り

ま
す
 

た
も
の
で
す
。
 

敷
地
面
積
一
一

千
八
百
平
方
メ
 

ー
ト
ル
、
建
設

工
事
費
七
千
四

百
五
十
二
万
円

で
、
五
台
の
配

達
専
用
車
も
あ

り
、
木
村
誠

一

所
長
以
下
三
十

一
人
の
職
員
が

真
白
な
白
衣
を

身
に

つ
け
て
お

い
し
い
”
お
昼
 

4
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
 

市
主
催
の
、
 

第
四
回
お
手
伝

い
少
年
を
励
ま

す
会
は
、
 一
月

二
十
四
日
、
市

民
文
化
会
館
で

行
な
い
ま
し
た

が
、
佐
々
木
市

長
、
小
野
教
育

委
員
長
、
永
井

教
育
長
の
励
ま

し
の
こ
と
ば
の

あ
と
、
佐
A
木

市
長
か
ら
の
記

念
品
や
、
人
形

劇
に
大
喜
び
で

し
た
。
 

（そば・ジユース・稲荷寿司に舌づつみ） 



、
 

労
働
省
で
は

例
年
、
働
く
青

少
年
の
生
活
文

を
募
集
し
て
き

ま
し
た
が
今
年

も
次
に
よ
り
募
 

集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ど
し
ど

し
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
 

◇
目
的
 

働
く
青
少
年
に
、
働
く
生
活

の
実
情
、
働
く
生
活
を
通
じ
て

の
感
想
や
考
え
方
を
、
生
活
文

と
し
て
発
表
す
る
機
会
を
与
え

る
こ
と
挙
よ
っ
て
、
そ
の
生
活

へ
の
自
覚
を
促
し
、
よ
り
健
全

な
歩
み
の
契
井

」
す
る
と
共
に

使
用
者
及
び
社
会
一
般
の
認
識

と
理
解
を
深
め
、
働
く
者
少
年

の
保
護
と
福
祉
の
向
上
に
役
立

で
ま
す
。
 

◇
内
容
 

働
く
生
活
の
実
情
や
、
働
く

生
活
の
体
験
を
通
じ
て
感
想
や

考
え
な
ど
を
作
文
か
詩
に
書
い

て
く
だ
さ
い
。
題
名
は
自
由
で

す
が
、
な
る
べ
く
次
の
内
容
の

ら
ち
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
 

私
の
生
き
が
い
 

私
の
余
暇
生
活
 

そ
の
他
、
就
職
後
の
私
 
 

の
歩
み
、
離
転
職
の
体
験

故
郷
を
離
れ
て
働
く
生
活

な
ど
 

作
品
は

一
人
一
篇
と
し
、
未

発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。
 

◇
種
目
と
枚
数
 

作
文
・
四
百
字
壮
聖
ハ
枚
以
内

詩

・
同
三
枚
以
内
 

枚
数
を
こ
え
た
も
の
は
失
格

で
す
 

◇
応
募
資
格
 

昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
以

降
に
生
ま
れ
た
、
職
場
で
働
く

か
、
家
業

・
家
事
な
ど
に
従
事

し
て
い
る
青
少
年
 

I
◇
作
品
に
付
記
す
る
事
項
 

応
募
種
目
 

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
性

別
・
生
年
月
日

・
住
所
 

仕
事
の
種
類
 

勤
務
先
の
名
称

・
所
在

地

・
産
業
の
種
類
及
び
労

働
者
数
（
家
業
に
従
事
し

て
い
る
人
は
そ
の
内
容
）
 

◇
締
め
き
り
日
 

一
一月
二
十
五
日
 

◇
作
品
の
送
り
先
 

青
森
市
中
央
三
丁
目
二
十
番

十
一
号
、
青
森
婦
人
少
年
室

な
お
、
応
募
原
稿
は
お
返
し

い
た
し
か
ね
ま
す
 

‘
ノ
 

農
業
振

興
地
域
整
備
 

‘計
画

の
縦
覧
を
し

て

く
だ
さ

い
 

市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
般
、
部

落
の
説
明
会
な
ど
を
通
じ
て
充

分
協
議
し
ま
し
た
が
、
国
有
林

及
び
都
市
計
画
法
に
よ
る
用
途

地
域
を
除
く
農
業
振
興
地
域
内

の
、
農
用
地
利
用
計
画
の
原
案

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
二
月

十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の

間
に
、
市
農
林
課
で
全
員
縦
覧

し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
こ
の
原
案
に
対
し
て

異
議
の
あ
る
と
き
は
、
縦
覧
満

三
日
の
翌
日
か
ら
十
五
日
以
内

に
、
市
農
林
課
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
 

こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
回
覧

板
で
連
絡
し
ま
し
た
が
、
改
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

耕
地
事

業
の
希
望
団
体

は
申

請

書
を

出
し

て

く

だ

さ
い
 

昭
和
四
十
六
年
度
に
耕
地
事

業
の
実
施
を
希
望
す
る
団
体
は
 
 

二
月
二
十
八
日
ま
で
に
、
事
業

計
画
中
請
書
に
見
取
図
と
会
議

録
を
添
え
て
、
市
農
林
課

へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
同
課

に
あ
り
ま
す
。
 

対
象
事
業
は
、
農
道
施
設
事

業
（
補
修

・
新
設
・
改
良

・
護

岸
・
橋
梁
・
暗
き
ょ
・
そ
の
他
 

）
と
、
か
ん
が
い
施
設
事
業
（
 

頭
首
工
・
溜
池
・
分
水
工
・
水

門
・
掛
樋

・
用
排
水
路
新
設
と

改
良
）
と
そ
の
他
の
事
業
で
す
 

エ
事
の
指
名

願

い
を

出
し

て
く
だ

さ
い
 

昭
和
四
十
六
年
度
に
市
で
発

注
す
る
、
土
木

・
建
築
工
事
の

指
名
を
受
m

！よ
う
と
す
る
業
者

は
、
建
設
省
の
指
定
す
る
様
式

に
従
っ
て
、
二
月
二
十
七
日
 
（
 

土
）
正
午
ま
で
、
市
建
設
課
庶

務
係

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
役
所
で
人

事
異
動
を

行
な

い
ま
し

た
 

佐
々
木
市
長
は
、
広
域
医
療

セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に
積
極
的
に
  

、
 

取
組
む
た
め
、
市
広
域
医
療
委

員
会
の
設
置
を
主
と
し
た
人
事

異
動
を
、
 一
月
十
六
日
付
で
次

の
よ
う
に
行
な
い
ま
し
た
。
 

広
域
医
療
委
員
会
事
務
局
長

兼
高
等
看
護
学
院
事
務
管
理
者

佐
藤
正
雄
（
市
立
病
院
事
務
局

長
兼
管
理
課
長
）
、
市
立
病
院

事
務
局
長
心
得
釜
庖
孝
（
同
業

務
課
長
兼
庶
務
係
長
）
、
同
管

理
課
長
兼
庶
務
係
長
鈴
木
昭
夫
 

（同
医
事
課
長
）
、
同
医
事
課

長
心
得
渋
谷
照
雄
（
保
険
衛
生

課
長
補
佐
）
、
保
険
衛
生
課
長

補
佐
石
岡
広
（
税
務
課
市
民
税

係
長
）
、
市
民
税
係
長
川
本
哲

之
（
同
庶
務
係
主
任
）
。
 

広
域
医
療
委
員
会
広
域
医
療

係
長
阿
部
昭
雄
（
企
画
総
務
課

庶
務
係
長
）
、
企
画
総
務
課
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
島
田
克
孝
（
 

税
務
課
長
補
佐
）
、
税
務
課
長

補
佐
岡
田
晴
正
（
高
等
看
護
学

院
事
務
管
理
者
）
、
高
等
看
護

学
院
主
事
高
橋
つ
が
（
保
険
衛

生
課
主
事
）
、
市
立
病
院
雇
中

村
健

（
市中
央
公
民
館
）
。
 

働く青少年の生活文 

を募集しています 

昭禾ロ45年度才末た すけあい募金内訳 

らんぶる 	 134.000円 五所川原印刷 3 000 
川村産婦人科 100 000 敷島町、葛西穂 3. 000 
白生会胃腸病院 100 000 阿部接骨院 2.780 
ロータ リークラブ 97.440 田町、成田淳子 2 400 
千鳥舞踊会 50.605 鎌谷町 2.000 
日本舞踊一二三会 50. 000 第一千鳥町 2.000 
東北電労分会 45.533 さつき町 2.000 
茶道裏千家支部 28. 485 柏原町 2.000 
市青年団協議会 28. 436 錦町 2. 000 
ライオンズクラブ 27.100 日蓮宗県社会教化事業協会 

新生互助会 15.000 2.000 
寺町岩木町 11. 800 飯詰、島谷百合子 2.000 
第一中学校 10. 700 布屋町、沢田哲美・光子 2.0加 

五所川原甚句保存会 7.330 岩木町、葛西進一 1 一 700 
五所川原郵便局 5.000 匿名 

下平井町、高橋きせ 5.000 平井町 1.000 
泉谷正志市議 5.000 元町 1.000 
市婦人連絡協議会 5.000 下平井町 1 .000 
青森民友 4.350 田町、高橋マサェ 1.000 
トョタ自動車 4.200 野里、土岐義範 1.000 
西北中央病院 3.898 市役所ここだけの会 1.000 
末広新宮町 3.000 市役所とさご会 1 一 000 
本町 3.000 南小学校4年1組 800 
中平井町 3.000 南小学校、工藤孝子 600 
第二柳町 3.000 東雲町 300 
布屋町 3.000 柏原町、小野キョウ子 衣類89点 

上平井町 3.000 中三 	 衣類 27点 

井端町 3.000 	東雲町 	 衣類 	3梱 

新町 3.000 	現金合計 	801.416円 

,
 



成人病予防週間 

日本国民死亡者総数の54％は 

成人病です 
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今
年
四
月
に

小
学
校
に
就
学

す
る
児
童
は
、
 

昭
和
三
十
九
年

四
月
二
日
か
ら

翌
四
十
年
四
月

一
日
ま
で
の
出

生
児
で
、
市
内

で
約
九
百
人
あ

り
ま
す
が
、
市

教
育
委
員
会
で

は
、
昨
年
十
一

月
十
五
日
現
在

で
対
象
児
名
簿

を
作
製
し
就
学
 

通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
 

入
学
式
甚
 
市
内
各
小
学
校
 

と
も
四
月
七
日
 
（
水）
午
前
九
 

鶴勤
麟
っ
、醜
“
 

ら
二
十
九
日
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
小
学
校
で
行
な
い
ま
し
た
。
 

例
年
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で

通
知
書
が
届
か
な
い
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
の
で
、
も
し
、
ま

だ
届
い
て
い
な
い
と
き
は
、
市

教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
 

傷
害
特
約
付
簡

易
保
険

に
お
は
い
り

く
だ

さ
い
 

大
正
五
年
に
国
営
事
業
と
し

て
は
じ
め
ら
れ
た
郵
便
局
の
簡

易
保
険
は
、
昨
年
七
月
十
五
日

に
契
約
高
九
兆
円
に
達
し
て
か

ら
、
わ
ず
か
五
か
月
足
ら
ず
の

十
二
月
十
五
日
に
は
、
つ
い
に

十
兆
円
の
大
台
を
突
破
し
、
保

有
契
約
件
数
も
四
千
四
百
万
件

資
金
総
額
二
兆
三
千
億
円
と
い

う
マ
ン
モ
ス
企
業
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

簡
易
保
険
が
最
近
こ
の
よ
う

に
伸
び
て
い
る
の
は
、
国
民
所
 
 

得
の
増
加
に
よ
る
生
活
水
準
の

向
上
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
最

近
の
交
通
事
故
を
は
じ
め
と
す

る
災
害
の
多
発
の
時
代
を
反
映

し
て
、
国
民
の
生
命
保
険
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
り
、
特
に
ま

た
傷
害
特
約
付
簡
易
保
険
が
あ

る
の
も
大
き
な
原
因
と
思
わ
れ

ま
す
0
 

郵
使
局
で
は
、
明
る
い
生
活

の
設
計
・
簡
易
保
険
新
加
入
運

動
を
一
月
か
ら
三
月
ま
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
簡
易
保
険

の
資
金
は
、
国
・
県

・
市
な
ど

に
貸
出
さ
れ
、
道
路

・
住
宅
・

学
校
な
ど
の
建
設
整
備
に
使
用

さ
れ
、
明
る
く
住
み
ょ
い
町
づ

ノγ
ノに
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。
 

郵
便
局
の
簡
易
保
険
新
加
入

運
動
に
ど
う
ぞ
ご
協
力
願
い
ま

す
。
 

家
計
簿
の
体
験
談
を

募
集
し

て
い
ま
す
 

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
と
都

道
府
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
は
、
 

N
H
K
の
後
援
を
得
て
、
第
十

七
回

「
わ
が
家
の
家
計
簿
」
体

験
談
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

家
計
簿
記
帳
の
普
及
ぶ
り
は

著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
記

帳
経
験
の
永
い
人
は
単
純
な
記

帳
で
は
満
足
で
き
ず
、
い
ろ
い

な
工
夫
を
し
て
明
日
の
生
活
設

計
の
た
め
役
立
て
て
い
る
よ
う

で
す
。
あ
な
た
の
貴
重
な
体
験

を
文
章
に
ま
と
め
て
、
新
し
く

家
計
簿
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い

る
人
や
記
帳
方
法
の
改
善
に
苦

心
し
て
い
る
人
々
の
参
考
に
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
 

今
回
も
昨
年
十
二
月
一
日
か

ら
二
月
末
日
ま
で
を
募
集
期
間
 
 

と
し
て
体
験
談
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
多
数
の
市
民
が
応
募
す

る
の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
応
募
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
ど
は
、
市
商
工
観
光
課
商
工

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

た
こ
足
配
線
は

危
険
で

す
 昨

年
の
八
戸
市
内
の
、
あ
る

火
事
は

「
た
こ足
配
線
の
過
熱

が
原
因
」
と
新
聞
が
報
じ
て
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で
も

電
気
器
具
を
た
こ
足
配
線
で
使

用
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
 

電
気
は
無
理
が
き
き
ま
す
の

で
ソ
ケ
ッ
ト
や
コ
ー
ド
が
熱
く

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に

火
災
の
原
因
に
な
る
と
い
わ
れ

ま
せ
ん
が
、
無
理
を
過
ぎ
る
と

火
災
に
な
る
お
そ
れ
が
多
分
に

あ
り
ま
す
か
ら
、
電
気
の
使
用

に
見
合
っ
た
設
備
を
す
る
こ
と

が
ぜ
ひ
必
要
な
こ
と
で
す
。
 

四

十
万

円
以

上

は
 

贈

与
税
が
か

か
り
ま

す
 

昨
年

一
年
間
に
貰
っ
た
土
地

家
屋
や
有
価
証
券
な
ど
財
産
の

価
額
が
四
十
万
円
を
超
え
る
と

贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た

財
産
の
合
計
額
が
四
十
万
円
以

下
で
も
、
同
じ
人
か
ら
前
年
ま

た
は
前
々
年
に
二
十
万
円
を
超

え
る
財
産
を
貰
っ
た
と
き
に
も
 
 

贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
 

贈
与
税
は
、
親
と
子
や
夫
と

妻
な
ど
の
親
族
の
間
で
行
な
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
忘
れ
が

ち
で
す
が
、
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
は
二
月
一
日
か
ら
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
。
 

所
得

税
の

確
定

申
告
を

し
て
く
だ

さ
い
 

所
得
税
は
、
 一
年
間
の
所
得

と
税
額
と
を
納
税
者
自
身
が
計

算
し
て
確
定
申
告
を
し
納
税
す

る
こ
と
を
た
て
ま
え
と
し
て
お

り
、
そ
の
期
間
は
二
月
十
六
日

か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

・

商
工
業
や
農
業
な
ど
の
事
業

所
得
者
や
医
師
・
弁
護
士
な
ど

の
自
由
業
の
人
の
ほ
か
給
与
所

得
者
で
も
、
給
与
以
外
に
五
万

円
以
上
の
所
得
の
あ
る
人
や
税

金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
人
も
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。
 

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人

は
、
個
人
事
業
税
や
住
民
税
の

申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

登
山
計

画
書
を
お

出
し

く
だ

さ
い
 

本
格
的
な
雪
が
積
も
り
、
冬

山
の
季
節
で
す
が
、
県
遭
難
防

止
対
策
協
議
会
は
、
冬
山
遭
難

事
故
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て

入
山
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、・
入
山
者
に
対
す
る
指
導

助
言
を
し
、
無
理
な
登
山
計
画

を
未
然
に
チ
エ
ッ
ク
す
る
た
め

今
冬
か
ら
入
山
者
に
登
山
計
画

書
を
提
出
し
て
毛
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
計
画
書
提
出
対
象
の
県

内
の
山
は
八
甲
田
山
と
岩
木
山

で
す
が
、
岩
木
山
の
場
合
の
用

紙
の
備
付

・
提
出
場
所
は
、
弘

前
警
察
署
・
同
百
沢
派
出
所
・

弘
前
営
林
署
百
沢
担
当
区
・
岩

木
山
神
社
社
務
所
・
岩
木
町
町

営
国
民
宿
舎
・
岳
ホ
テ
ル
で
す

八
甲
田
山
の
場
合
は
、
青
森

警
察
署
・
青
森
駅
前
派
出
所
・

雲
谷
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

・

八
甲
田

口
ー
プ
ウ
ェ

ー
・
城
ケ

倉
荘

・
酸
ケ
湯
温
泉
で
す
。
 

就学通知書が届いていますか 

血
里の

日

う
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